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感染症及び感染と感染症の ABC 全体まとめ 

感染と感染性廃棄物の ABC 139 回 感染性廃棄物の排出事業者責任を中心に 

keyword；感染性廃棄物 排出事業者責任 特別管理産業廃棄物管理責任者 廃棄物処 

理法 排出事業者責任自己評価チェック表  

 

本シリーズも今回を持って最終回となります。排出事業者責任の全体まとめと

して再度自己評価チェック進めることが医療機関を守ることに繋がります。 

第 136 回冒頭で触れたように廃棄物関係、特に感染性廃棄物の独学には難しい

点が多々あります。感染性廃棄物に関わる方々も、医師、看護師を始め廃棄物発

生現場の診療部門の方と管理・施設関係など事務部門の方と異なる分野の方々の

内容になります。感染性廃棄物も感染性の部分と廃棄物の部分で全く内容が異な

り２つに別れます。それぞれのご自分の担当分野についてより詳しく学ぶことが

要求されますが、担当以外の分野についても基礎的な知識は必要になります。 

まとめとして図１を用意し、全体を俯瞰して４分割し、その中で重要項目を上

げる、さらにそれぞれの中で具体的な重要事項を見ていく形で示しました。 

図１ 排出事業者責任の全体像／教育目標 Ａ．Ｂ．Ｃ．＋Ｄ．  

この図 1 の見方は、廃棄物処理法全体は、Ａ.が該当します。事業者（医療機関

等）は、事業活動による廃棄物は自らの責任で処理することとなっております。  

これが『排出事業者責任』と呼ばれております。廃棄物処理も専門化されてき

ており、許可ある処理業者に委託することが可能になっております。ただし、 

委託はしても処理の責任は、あくまで排出者である医療機関にあります。 

これら全て 25 項目を挙げたものが排出事業者責任自己評価チェック表です。 
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前提として処理に関しては、まず委託基準を規定し排出者はこれに従わなけれ

ばなりません。これが表１Ｂ.委託基準で 6 項目です。これらＡ. Ｂ. は処理の最

初の段階で行う事項（円の右側）で、Ⅰ. 初期事項 と呼びます。 

 

次のＣ．マニフェスト、＋Ｄ．WDS 常時提供（法令記載事項）は契約を締結

し処理が始まると、医療機関は診療を続けていく限り継続的に行う事項（円の左

側）でⅡ．継続事項と呼びます。図では一見事務部門の項目が多いようですが、  

初期のみも多くＡ．排出事業者責任〔25 項目〕は全体を含みⅠⅡがあります。  

Ｂ．委託基準〔6 項目〕、Ｃ．マニフェスト〔3 項目〕は事務主体です。 

診療部門は、＋Ｄ．（感染性を主とした）廃棄物の実務〔4×2 項目〕のみです。 

Ｄ以外、ＡＢＣは、法令規定事項です。〔 〕内は、チェック表で解説します。 

 

排出事業者責任は、法律条文のどこに明示されているか？ 

『排出事業者責任』は現行廃棄物処理法の基本的精神であり重要な事項です。

しかし法律の条文にはその言葉は出てきておりませんし、また法律の下の施行

令、施行規則にもありません。排出事業者である企業、医療機関の方々は、なぜ

排出事業者側にばかり責任があるのか、処理業者と委託契約を結び、費用負担を

している依頼者側に全て責任が課せられるのかという疑問を呈されます。 

これは廃棄物処理法の基本的理念に基づくもので、1970（S45）年代になり工

業化の進展に伴い公害が大きな問題の時期、「公害国会」といわれた年に制定さ

れたのが廃棄物処理法です。したがって公害の基本的考え方が適用されていま

す。公害をまき散らした人、すなわち、汚染者が回復費用は負担するという 

「汚染者負担の原則」が基本です。廃棄物処理法も廃棄物を発生させた人が、 

自らこれを処分するものです。これが排出事業者責任といわれるものです。 

後にＯＥＣＤ（経済協力開発機構）は、1972 年に「汚染者支払原則」

（polluter-pays principle； 略称ＰＰＰ）として各国へ広く伝えました。 

 

発想転換の薦め 排出事業者責任は義務でなく、医療機関自身を守るため 

何が排出事業者責任か、具体的にどのようなものか、廃棄物処理法のどこにど

う書かれているのか、という質問を受けます。確かに廃棄物処理法には、排出事

業者責任という言葉の明示はありません。具体的には法の委託基準を中心にその

考え方が組込まれています。医療機関で廃棄物を担当の方の多くは、このやり方

で違反にならないかの不安を常に抱えています。廃棄物業務はとかく他の仕事に

追われ、不十分と思っても手が回らないのが実情です。これらの解決としては

「法令の条文に出てこない排出事業者責任に関連した法令規定事項を全て挙げ、

これを最低限であっても遂行しているかをチェックする。違反などから医療機関  
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自身を守るため、排出事業者責任の遂行を積極的に確認できる自己チェック表に

する」という発想転換をしたものです。最下段 表１の 25 項目の一覧表を用い

ます。法令規定事

項には併せて罰則

も添えました。 

サイトはまもな

く終了予定で、ぜ

ひこれら一覧表の

コピーを取ってい

ただき、今後の業

務の一助としてい

ただけたなら幸い

です。 

これだけでは具体

的な業務の内容に

結びつかない項目

もあり、このため

ＡＢＣ+Ｄ毎に整理

して項目を挙げ、実際の業務でなすべき各項目の解説内容の掲載回数をｐ5 に示

してあります。 

この自己評価の記入用は、本コラム欄トップ頁一覧の一番上に用意の「企業・

医療関係機関等における排出事業者責任遂行の自己評価チェック表」で、排出事

業者責任を遂行しているかどうかをご自分で判断が可能です。 



 

 
   -4- 
 
 

特に★印の付いている項目は法令規定事項であり１項目でも実行されていない

ものがあれば、直ちに改善の必要があります。自己評価チェックの表は、第１回

アダモスセミナー講演〔2015（H27）年７月〕で初めて発表しました。２年後  

環境省は「排出事業者責任に基づく措置に係る指導について（通知）」付表 排出

事業者責任に基づく措置に係るチェックリスト 2017（H29）年に発出してます。 

参考に比較してみてください。（https://www.env.go.jp/hourei/add/k060.pdf） 
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排出事業者責任の実際としてなすべき事項解説（主なるもの抜粋/法令は別途） 

106 回 H30.6 Ⅲ .排出事業者責任の実際 1 正しい理解となすべきこと。特別管理

産業廃棄物管理責任者講習会無受講、排出事業者責任とは。107 回  排出事業者責

任遂行大項目 7 項と 16 項目、具体的 25 項目  解説 /考え方。108 回  具体的 25 項

目解説  処理計画立案と管理体制  例示。109 回  適切な管理体制 /リスクマネジメ

ント /管理サイクル。110 回  適正処理のための廃棄物教育 1 確実な廃棄物教育を

－個人の教育不足が罪となるか？  112 回  〃  の廃棄物教育 2 〃－  最低限の知識

は学ぶべき。113 回  〃廃棄物教育 3 〃－正しい知識を広げて。114 回  〃  の廃

棄物教育 4 特別管理産業廃棄物管理責任者－教育と責務。116 回  適正処理のた

めの委託基準１  適正処理への経緯と委託基準とは。117 回〃２  許可  許可ある業

者に委託する 1  許可の種類と確認。118 回  〃３  積替え保管、許可権者他。119

回  〃４  許可の種類と内容の違い、Ｊ＆Ｔ環境㈱における許可の現状  付；わが国

許可件数他の現状；環境省。120 回   〃５  契約と契約書の基本事項 1  6 つの委

託基準、契約 6 原則。121 回   〃6  ２  許可の確認  許可証見本。122 回  〃7 〃  
3 委託基準・書面の契約。123 回  〃8 〃  4 委託基準・二者間契約。124 回  〃9 
〃5 委託処理に移行への経緯。125 回  〃10 〃6 契約書 /法令記載事項１。126 回  

〃11 〃6 契約書 /法令記載事項 2 アスベスト他。127 回  トピックス  新型コロナ

ウイルス流行と感染性廃棄物への対応その 1[コロナ参考] 

※本サイトは閉じます。必要な過去分はお問い合せフォームからお願いします。 

おわりに 感染と感染性廃棄物のＡＢＣは、2009（Ｈ21）年 9 月よりスタートし

ました本シリーズも終わりを迎えることとなりました。十分な解説に至らずお詫

びいたします。ご利用いただいた方々、並びに 10 年余の連載にご尽力いただ 

いた旧ＴＲＰ、Ｊ＆Ｔ環境㈱関係者の方々には深く感謝する次第です。  

 


